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はじめに 

 

 本研究はインドネシア、スンバワ島で話されている言語、スンバワ語の文法を扱う。筆

者は1996年から2004年にかけて、のべ9か月間スンバワ島で現地調査を行った。本研究の内

容はすべてこの現地調査に基づくものである。 

 本研究ではスンバワ語文法の全体像を明らかにすることを試みる。本研究の構成は以下

のとおりである。 

 第１章ではスンバワ語をとりまく状況を明らかにするとともに、スンバワ語に関する先

行研究、本研究の基盤である調査について述べた。 

第２章、第３章では以降の章の導入としてそれぞれ音韻の概略、文法の概略を示す。 

第４章では形態論を、第５章では文の構造を扱う。第６章では述部の構成要素であるア

スペクト・モダル辞および否定詞の機能を扱う。第７章では叙法辞の機能を扱う。第８章

では複文の構造を扱い、第９章で指示詞の意味、機能を扱う。最後に第10章で総括を行い、

さらにマレー語との比較を補遺として付した。 

 研究の基盤となったデータとして、巻末にスンバワ語の語彙集を付した。また、『スン

バワ語テキスト』を参考論文として付した。 
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